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異国の歴史や文化を知るうえで欠くべからざるは、当該国や地域の歴史・
文化に属する人々に読み継がれてきた古典を繙くことであろう。 「我が国の知識人士たちにとってなじ の薄いイスラームの歴史や文化を知る絶好の書」とは、イスラームに関する新し 入門書や概説書が世に問われ たびに繰り返されてき 陳腐な売り言葉である。しかしここに紹介する『預言者ムハンマド伝』こそその「絶好の書」という形容を付すにふさわしい書物である。同書が巷間ありふれた概説書ではなく、イスラームを興した預言者ムハンマドと彼に従った最初期 信徒たちの活動を記録した、イスラーム教徒の手によ 最古の歴史書であることがその理由である。ただし、 翻訳たもの故、入門書のごとく手軽に読み進めることは きな 。一頁々々味読して行く必要があるだろう。しかし我々に うさせてくれる書物である とこそ古典たる所以であり、通読の暁には有象無象 入門書を遥に上回るイスラームの知識と理解を与えてくれるこ 疑いないのである。
本書は、後藤明氏とその門下に集った初期イスラーム史の若手研究者の医
王秀行氏、高田康一氏、高野太輔氏（翻訳開始から出版ま に十二年程を経ており、既にどなたも第一線で活躍する中堅研究者であるが）によ 共同訳として、また二○○六年に始まったＮＩＨＵプログラム・イスラーム地域研究の企画による岩波書店刊行『イスラーム原典叢書』
（
1）の劈頭を飾る書物と
して出版された。翻訳から出版 至る経緯や本書の構成、また翻訳の特徴や作品解題につい は、訳者の一人である医王氏によ 解題が第四巻に付されており、また太田敬子氏による簡にして要を得た書評 既に出ていで
（
2）、屋下に屋を架すことは避け、斯学における本書の翻訳出版の意義と
評者の研究教育活動における本書の利用事例を提示することで、評に代えたい。
?
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我が国の外国古典籍の翻訳状況を眺めると
（
3）、例えば本書『預言者ムハ
ンマド伝』の出版元たる岩波書店は、数多くの外国古典籍の翻訳書を出版している。青や赤、白の背表紙でジャンル分けされ 岩波文庫に古今東西の古典の翻訳書が存在することは周知の事実であろう。岩波に限らず、講談社学術文庫、同文芸文庫、中公文庫
（
4）、ちくま学芸文庫
（
5）、平凡社の東洋文庫
シリーズなどにも多くの外国古典籍の邦訳が含まれている
（
6）。
ただ、欧米の古典籍からの翻訳書が圧倒的に多く、中国の古典がそれに続
くという状況であることも周知のことと思われる。例えばこれまで最も読まれた岩波文庫は『ソクラテスの弁明・クリトン』であるという
（
7）。同書を
はじめ、 文庫には数多くのギリシア・ローマの古典の翻訳が揃っている。岩波文庫創刊以来、数多 読書人 それらの翻訳書を手に取り、ヨーロッパ文明の源泉と見なされてきたギリシア・ローマ 歴史、文化、思想に触れ、これに憧れ また理解 努めた であろう。
翻って、イスラームの歴史、思想、文化、そして宗教に関する古典
の状況を眺めると、ギリシア・ローマ、ヨーロッパ、或いは中国 も に比して僅かしか存在しない。中東イスラーム関連 古典 翻訳書を最も精力的に世に送り出してい のは平凡社であろ 。同社の『東洋文庫』シリ ズは五二九タイトルのアジア諸地域の古典籍が翻訳出版されている。しかしその内、中東イスラームに関する古典籍の翻訳は三十四タイトルが収められてい
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『預言者ムハンマド伝』は「遠征」ないし「戦記」と訳されるイブン・イスハークの著作『マガーズィー』から、後世の編者であるイブン・ヒシャームがムハンマドの伝記部分を抜粋し、これを再編した書物であり、ジャンルとしては歴史書ないし伝記に分類される。本書の頁を捲ると一目瞭然であるが、 『クルアー 』の章句部分が太字で示されており
（
8）、前後の内容がその
章句の意味を理解するため 、いわば注釈ないし説明となっている。
周知の通り『クルアーン』は、六一〇年頃から六三二年頃までの間に、唯
一神（アッラー）から に下された言葉（啓示）を集成した書物あり、イスラーム理解にとって欠くべからざる、イスラ ムの聖典である。ただ、それらの啓示が一体いついかなる状況で神からムハンマドに下されのか『クルアーン』からは読み取ることができな 。また預言者 ハンマドの言行（スンナ）について 断片的な情報を収集し書籍化したものと て『ハディース』と呼ばれる書物があるが、こちらもムハンマドの活動の年代情報からは切り離されているため、両者 はムハンマドの活動の時系列的な情報や啓示到来の状況は知りえない である。
そうした情報の欠落を埋めるのが本書『預言者ムハンマド伝』である
（
9）。
本書第一巻の最初の百数十頁においてはムハンマドの父祖の系譜やイエメン、メッカの歴史が語られるが、以後は基本的に ハンマド 事績が、多少前後しつつ時系列に沿って叙述されるため、本書によって彼の生涯 一つ流れで把握しうる。またその流 中で、啓示がいかなる状況で到来したのかも知ることが可能である。
例えば、 『クルアーン』第二章二一七節
（
10）は、禁忌月中の戦闘行為に関し
て、神がその合法性を確認する章句であるが、この章句が啓示として下ったのはバドルの戦い（六二四年）へと続く、ムハンマド よる一連 襲撃の最中の事であった。禁忌月とはアラブの慣習において戦いが忌み嫌われ 月ことである。ムハンマド軍はこの月にメッカ クライシュ族 隊商を襲撃し、一行 一人を殺害する。このため 側からの非難と自軍内の動揺が起こる。そこに先の章句 下り、結果、自軍の動揺は収ま のである
（
11）。
『クルアーン』第二章二一七節の章句はそれ自体ではいついかなる状況で下されたのかについて 切の情報を我々に与えてはくれない しかし『預言者ムハンマド伝』で示され ように同章句が歴史的文脈に置かれることで、その章句の持つ意味がより具体的な形で把握さ 、理解でき よう なる。
るに過ぎない。内実を見ると、大半は詩集や物語、あるいは地誌・旅行記であり、歴史や思想に関する古典は六タイトルに留まっている。また岩波文庫収録の中東イスラーム関連古典籍を見ると、残念ながら十タイトルに満たない状況であ 。すなわち、青背表紙の分類にある『コーラン』全三巻（井筒俊彦訳
 一九五七～五八年） 、イブン・ハルドゥーン『歴史序説』全四巻（森
本公誠訳
 二〇〇一年、後述の『イスラーム古典叢書』に収録された同タイ
トルの文庫化） 、赤背表紙の分類にあるオマル・ハイヤーム『ルバイヤート』（小川亮作訳
 一九四八年） 、サアディー『ゴレスターン』 （澤英三訳
 一九五一
年） 、 『完訳
 千一夜物語』全十三巻（豊島与志雄、佐藤正彰、渡辺一夫、岡
部正孝訳
 一九八二～八三年） 、アブー・ヌワース『飲酒詩選』 （塙治夫訳
 
一九八八年） 、フィルドウスィー『王書』 （岡田恵美子訳
 一九九九年）であ
る。
こうした状況にあって、岩波書店は文庫版の出版にまでは至っていないも
のの、これまでにもイスラームに関する叢書を企画し、古典の翻訳を出版するという価値ある仕事をしている。 『イスラーム古典叢書』がそれであり、歴史・思想分野の重要な古典籍六点が選ばれ、翻訳されている。すなわち、モッラー サドラー『存在認識の道』 （井筒俊彦訳
 一九七八年） 、ルーミー
『ルーミー語録』 （井筒俊彦訳
 一九七八年） 、イブン・ハズム『鳩の頸飾り』
（黒田寿郎訳
 一九七八年） 、イブン・ハルドゥーン『歴史序説』全三巻
 （森本
公誠訳
 一九七九～八七年） 、イブン・ザイヌッディーン『イスラーム法理論
序説』 （村田幸子訳
 一九八五年） 、ガザーリー『哲学者の意図』 （黒田寿郎訳
 
一九八五年）の六点である。本書『預言者ムハンマド伝』を含む『イスラーム原典叢書 はこの『イス ム古典叢書』の後継シリーズである。
さて、以上のように我が国における中東イスラーム関連の古典の翻訳状況
を略述したが、他地域の古典に比べて圧倒的に数が少ないということは言えるだろう。この状況を改善し、少しでも多く 中東イスラーム関連の古典翻訳書 出版 ていくことが、我が国の中東イスラーム理解の深化につながると考える。そう 点から見て、本書『預言者 ハンマド伝』の翻訳出版は非常に大きな意味をもつ。その理由は以下で述 ように、本 がイスラームの創始者ムハンマドの歴史的情報を提供し、 『クルアー 』や ハディース』の有す 情報の補完を為すためである。
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このように『クルアーン』 、そして『ハディース』に示されるイスラーム勃興期の信仰信条は、本書によって歴史的な裏付けを与えられることになるのである
（
12）。
以上のような意義を有する『預言者ムハンマド伝』の翻訳がなされたこと
で、我が国のイスラーム理解はさら 深まることに るだろう。ただし、読者は以下の点を念頭に置いておく必要がある。
第一に、イブン・イスハークはその生没年が七〇四頃～七六七年とされて
おり、ムハンマドの死（六三二年）から一世紀以上後の人物であ 。従って『預言者ムハンマド伝』は同時代史料ではなく、勢い歴史研究に用いる史料としては信頼性が低下する。
第二に、 『預言者ムハンマド伝』は最古のムハンマドの伝記であり、その
内容や構成が後世のムハンマド伝や歴史書 大きな影響を与えていること、その影響は現代の各種のイスラーム史概説や入門書で示されるムハンマドの生涯についての描写にも及んでいること
（
13）。
第三に、イスラーム教徒によるムハンマドの 記であるということが挙げ
られる。先述 ようにムハンマド 伝記の嚆矢であり、ムハンマドの時代に最も近く、後世のムハンマド伝 比べるとムハンマドの実像 もっとも近い内容を有しているも とも考えられるが、教祖の活動を叙述するにあたって、美化や奇蹟譚の類が用いられている。 『クルアー 』は預言者ドが単なる人間であ ことを強調するが
（
14）、にも拘わらず、ムハンマドの
常人ならざる性質ないし特徴 しようという心性が『預言者ムハンマド伝』には反映されているのである。
奇蹟譚としては、乳母の許に預けられていた幼児のムハンマドが白い服を
着た二人の男に腹を裂かれて掻き回されていたとい 話や修道者バヒーラーがムハンマドの預言者性を見抜 たと う話、あるい 「夜 旅と昇天」と呼ばれる出来事や塹壕の戦いの際に、 ら食べても減らな 棗椰子を人々に供した話などが収録されている
（
15）。従って『預言者ムハンマド伝』の内
容の全てを歴史的事実と見なすことはできず、そこには相応の史料批判が必要となる。
第四に、本書第一巻冒頭や医王氏の解説でも強調されているように
（
16）、
編者イブン・ヒシャーム（？～八三三年）によって、イブン・イスハークの著作の内容がさらに取捨選択されていること 特に踏まえ おく必要がある。第一巻冒頭部分 イブン・ヒシャーム 言を引用す と、
　（前略）そのため、 ［原著者の］イブン・イスハークが本書で述べていることを一部省略した。神の使徒への言及がない部分、コーランの啓示と関係のない部分、本書の主題と直接関係がなく、説明にも証拠にもならない部分は省いた。 （中 ）
話すことがはばかられること4
、一部の人々を傷つけ
るであろう 、 ［私がそ 写本を参照した］バッカーイーが不確かな話としていることも省 た（傍点は評者による）
（
17）。
とある。イブン・イスハークの『マガーズィー』からムハンマドの伝記を抜き出す際に、イブン・ヒシャームが独自の判断で情報を選んでおり、かなり情報の妥当性
（
18）に気を遣っていることが分かる。傍点部の「話すことがは
ばかられること」の内容が如何なるものであった か気になるところ ある。またこ ような書き方自体、イブン・ヒシャームないし当時のイスラーム教徒にとって不適切な情報が『マガーズィー』に含まれていたことを裏付ける証拠でもあるだろう。イスラームの信仰箇条にとって不都合な内容があった可能性もあろう。
以上、本書の持つ史料としての問題点を列挙したが、歴史研究に用いるの
でなければ、そうした問題点は措き、まずはイスラーム教徒がその教祖をどのような人物として描いたのかを存分に味わってみてはいかがであろうか。
?
?
??????
最後に本書の利用事例を二つ紹介して評を締めくくることにしたい。評者
は二〇一四年六月に、 『預言者ムハンマド伝』の翻訳者である後藤明氏の監訳の下、初期イスラーム史研究を専門とする若手研究者三名とともに、フレッド・ドナー著の概説書
M
uham
m
ad and the B
elievers の翻訳を上梓した
（
19）。
同書はムハンマド からウマイヤ朝中期までを扱い、従来イスラーム 運動として考えられてきたムハンマドと初期信仰 たちの活動を、ユダヤ教徒、キリスト教徒を含めた普遍的一神教徒のそれであったとし 現在として理解される信仰形態の輪郭が現れるのはウマイヤ朝中期 アブドゥルマリクの治世までまたねばならないとする野心的な著作である。
我々が同書の翻訳を行った理由は、我が国の初期イスラーム史に関する概
説書・入門書 類が、先述のごとく『預言者ムハンマド伝』に示された枠組みの中でムハンマドの活動を描くことに終始しており、これに不満を感じたことにある。別の視点から初期史を概観する入門書があっても良いのでは、との思いから翻訳作業に取り組んだ。
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翻訳作業において『預言者ムハンマド伝』の存在は非常にありがたかっ
た。ドナーは従来型のムハンマドの伝記の根本史料として、また後世のイスラーム教徒が記した「伝承史料」の中核として『預言者ムハンマド伝』を利用し、これを批判的に扱っている。先に挙げた『クルアーン』第二章二一七節の背景を為す逸話や食べても減らない棗椰子の逸話などを取上げ、 「伝承史料」であるが故の史料の信頼性の低さや扱いの難しさなどを指摘している
（
20）。ただドナーは「伝承史料」という用語で一纏めにしているため、逸
話の典拠に遡る作業 必要であった。そ 際、 『預言者ムハンマド伝』の存在により、作業は大いにはかどった。もし『預言者ムハンマド伝』の翻訳が存在しなければ、初期史に関する 群に分け入る必要に迫られたことであろう
（
21）。また特に補遺Ａで扱ったウンマ文書
（
22）の翻訳では、ドナー独自の
解釈が含まれない条文について、ほぼ『預言者ムハンマド 』の訳文
（
23）を
利用した。我々の翻訳作業が思いの か順調にすすんだのは、 『預言者ムハンマド伝』の存在があればこそであった。
もう一つの利用例は授業での史料提示である。第一巻が出版された
二〇一一年以降、授業にてムハンマドの生涯を説明 際に、受講生に具体的なイメージを持ってもらうための資料として、その訳文を大いに利用た。例えば、ムハンマドが初め 神 啓示を受け 場面 おいて、かなり乱暴な天使ガブリエルの姿やムハンマドの恐怖 様が描かれているが
（
24）、そ
の部分を提示すると受講生は意外な印象を受けるとともに、ムハンマドの人間性に気づくようである。イスラーム教徒でなくとも 宗教を興 た存在といえば、神聖・超常的という予断をもって理解して のだろう。この逸話によってそうした予断は崩れ ようである。
またバドルの戦いの際、ムハンマドの宿営地選定に対し、フバーフ・ブ
ン・アル・ムンズィルがその選定の根拠を神の 志かムハンマド個人の考えか、を問うている逸話
（
25）の部分を提示し、ムハンマドの発言に対して信者
たちが神に由来するものであるかそれともムハンマドが単なる人間として意図したものであるかを気にしていること、そこからイスラーム教徒たちがムハンマドを過度 神聖視す ことなく接している様子が読み取れることなどを説明している。
このように利用・提示の仕方はさまざまに可能であろうが、いずれにせよ
ムハンマドの人物像 具体的に語ってくれる史料と 『預言者伝』の利用価値が非常に高いことは確かである。
?
?
????
『預言者ムハンマド伝』の翻訳出版は我が国の中東イスラーム理解を促がす重要な古典籍の登場という点で大きな意義がある。またイスラームの歴史や思想、信仰についての研究において重要な、しかも利用の便も十分に考慮された書物であることも強調してもしすぎることはなかろう。後藤明氏をはじめとする翻訳者たちのこ 不朽の成果を多くの人々が手に取り、それによって版が重ねられることを願ってやまない。　︻註︼
（
1）
本書に加え、バラーズリー『諸国征服史』全三巻 （花田宇秋訳） 、アブデュルレシト・イブラヒム『ジャポンヤ』 （小松香織・小松久男訳） が既刊である。またニザーム・アルムルク『統治の書』 、ハサン・バンナー『ムスリム同胞団の思想』 、劉智『天方性理』の翻訳出版が予定されている （二〇一五年三月現在） 。
（
2）太田敬子「書評
　
後藤明・医王秀行・高田康一・高野太輔訳、イブン・イス
ハーク著・イブン・ヒシャーム編註『預言者ムハンマド伝』 （全四巻） 」 『オリエント』五六巻一号、二〇一三年、一〇三～一〇七頁。
（
3） 尤も大それたことを述べるつもりはなく、日頃感じている事の一端を開陳するのみである。また以下に述べる外国語古典の翻訳 例もごく一部であり、評者の乏しい知識と経験によって知り得たものを示しているに過ぎない。
（
4） イスラーム関連の古典籍の翻訳では、ブハーリー『ハディース
―
イスラーム伝
承集成』全六巻 （牧野信也訳
 二〇〇一年） がある。また中公バックス・世界の名
著シリーズ十七として『コーラン』 （藤本勝次責任編集
 一九七九年） がある （同書
は中公クラシックス・シリーズとして二巻本で再版されている コーラン 全二巻、二〇〇二年。ただ 、索引等が省かれており 参照には中公バックス版の方が適している。 ）
（
5） ガザーリー『誤りから救うもの』
（中村廣治郎訳
 二〇〇三年）
がある。
（
6） ここで挙げた文庫は比較的書店等に陳列されている場合が多い （と思われる） ものである。文庫に限らず、様々な出版社が外国古典籍の翻訳を出版していることは言を俟たない 、読書人士の手に渡りやすいという点では、列挙した文庫類が優れているのではないだろうか。
（
7） 岩波文庫編集部「文庫豆知識」より。
http://w
w
w
 iw
anam
i.co.jp/hensyu/bun/m
am
e-
tisiki.htm
l 
二〇一四年十二月十一日閲覧。
（
8） 『クルアーン』の章句の箇所が一目でわかるこの工夫は凡例に示されてはいないが、本書が読み物としてだけ く、研究用として供されているこ を示す一つ
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の特徴である。
（
9） 『預言者ムハンマド伝』第四巻三七四頁。
（
10） 『クルアーン』第二章二一七節の章句は以下の通り。 《彼らはお前に禁忌月中の戦いについて尋ねるだろう。言え。 「その間に戦うことは大事である。だが、神の道を妨害し、神に不信仰で、聖なる礼拝所［に行くことを妨害し］ 、そこ〈聖なる礼拝所〉の民をそこから追い出すことは、神から見て、さらに 〈重罪〉である」 。 》 『預言者ムハンマド伝』第二巻一七四頁より。
（
11） 『預言者ムハンマド伝』第二巻一七〇～一七五頁。
（
12） ただし、啓示の到来の年月日が特定できるというわけではない。ムハンマドの生涯や彼の直面した様々な状況の中でどのように啓示が下ったのかが分かるということである。
（
13） そうしたムハンマドの伝記を相対化しようとする動きが一九 〇年代頃からある。詳細については評者が関わった翻訳書、フレッド・Ｍ・ドナー『イスラームの誕生
―
信仰者からムスリムへ』 （後藤明監訳、亀谷学、橋爪烈、松本隆志、横
内吾郎訳、慶應義塾大学出版会、二〇一四年） 、ⅰ～ⅲ、三八～四九頁を参照の事。
（
14） 『クルアーン』第四一章六節。
（
15） 『預言者ムハンマド伝』第 巻一五〇～一五五、 一七二～一七五、 四一一～四二五、第三巻五～六頁。
（
16） 『預言者ムハンマド伝』第四巻三六 ～三六九頁。
（
17） 『預言者ムハンマド伝』第一巻六頁。
（
18） この場合、イスラーム教徒に対する情報と ての「妥当性」である。
（
19） 注釈
13を参照のこと。
（
20） 『イスラームの誕生』四九～五五頁。
（
21） 『イスラーム 誕生』の翻訳者の一人である松本隆志氏が『預言者ムハンマド伝』出版に向けた作業に関わっていたことも我々の作業にとって好都合であった。
（
22） 『イスラームの誕生』二三九～二四四頁。
（
23） 『預言者ムハンマド伝』第 巻三〇～三五
（
24） 『預言者ムハンマド伝』第一巻二三〇～二 二頁。
（
25） 『預言者ムハンマド伝』第三巻 九七～一九八頁。
